




堀 野 三 郎
(平成11年10月29日受理)
ApplicationofDanceandMovementNotationinPhysicalMovementく5>








前回発表 (1999.3)の小論 ｢日本における運動記譜法の今日的な課題について｣ (長崎大
学教育学部紀要教科教育学 No.32)の中で,第 3葺く日本での長期継続的な運動記譜法の
研究体制の必要性>を述べ,それに対応する最近の好事例として,① 一昨年 (1997年)8
月中旬に香港で開催された ｢第20回隔年ラパ ン記譜法国際会議 (InternationalCouncilof
KinetographyLaban,以下 ｢lCKL｣という)'97香港大会｣の活動概要と,② 昨年 ('98
年) 3月中旬に東京を拠点に槽谷里美 ･木村はるみ ･中村美奈子 らを発起人として新発足
した ｢ラパン記譜法学習 ･研究会｣の動向等について報告 ･紹介 した｡ (詳細は,同論 Ⅰ
-<1>;<3>を参照｡)
更に,同論第 5牽く日本の運動記譜法発展-の今後の課題 >とした6項目の問題点と打
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第 2点は,筆者が ｢堀野式簡易舞踊記譜法 SimplifiedDanceandMovementNotationof
















これは,1956年初版のル ドルフ･ラパンRulolfLaban著 ｢舞踊 ･運動記譜法の原理
PlincipleofDanceandMovernentNotation｣を主要文献として,その全訳を中心に,
ワルター ･ソレル WalterSorell編 ｢舞踊の多面性 TheDancehasManyFaces｣や
USA出版社による ｢ダンス ･マガジンDanccMagazin｣等に記載された各種の舞踊記
譜諭や記譜例等を援用 して文献的な考察を行った｡
















両脚横開き ･両腕横前開きでの能振 りのお辞儀 ;床上に正座 しての日本作法風なお辞
儀の3種)である｡
(3)1958(S33).12 日本身体運動譜センター運営委員会編著 ｢ラパ ン記譜法 I｣ (同シ
ステム初級者用テキス ト)を発行 した｡その発行に先立 って, 日本における公的な運
動譜用語の検討が,原則として当時の体育用語 ･解剖医学用語等で使用されている専
門用語に依拠 して慎重審議され,決定された｡










なお,同資料のく目次>の内容 (掲載割愛)は, RudolfLaban著 ｢plincipleofDance
andMovementNotation｣･AnnHutchinson著 ｢Labanotation｣･AlbrechtKnust著
｢AbrissderKinetoglaphieLaban｣の三著を主要参考文献 として作成 したが,それら






なお,同センターは,実質的には ｢ラパン記譜法 Ⅱ｣まで発行 したが,その後,
同センター ･メンバーの勤務上の移動 ･離散や,USA関係者からの ｢ラバノテ-ショ
ンLabanotation｣参照 ･使用に対する著作権的な圧力等が強 くなり,約10年に及ぶ同
センターとしての活動を停止 して今 日に至 っている｡





<保健運動 :NHK新ラジオ体操第二 ><陸上運動 :スター ト,-イ ･ジャンプ (ベ
リー ･ロール ;ロール ･オーバー)><運動能力検査 :アイオワ ･プレイス ･テス ト
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><舞踊運動 :そうらん節 ;オスロ一 ･ワルツ><モダンダンスの基本運動 :江口隆
哉システム第 Ⅰ課程><器械運動 :平均台 ;跳馬 ;鉄棒 ><スキー運動 :直滑降-全
制動-パラレルに戻る-シュテム ･ボーゲン-斜滑降一山廻 りクリスチャニア- (停





民踊 ｢そうらん節の舞踊譜 (以下 ｢そうらん節譜｣という｡)｣であり,同資料右側
の<譜例 3>の ｢SORAN-BUSHI譜｣は,前者の約15年後,文部省派遣長期在外研究










C.ウォルツ氏指導による ｢ダンス ･ノーティション･ワーク ･ショップ｣が,東
京 ･赤坂の国際芸術家センターで開催された｡これはラパン記譜法 (Labanotation)
による舞踊記譜法の紹介 ･普及を意図 したデモンス トレーションの会であり,筆者は





かけて予定 していた ｢ラパン記譜法講習会｣ (毎週 1回2時間 ;延 6回のレクチャ-)




(7) 1973(S48).9-'74(S49).8 文部省派遣長期在外研修員として, ｢教育的舞踊運動の
研究｣をメイン･テーマとして,<ヨ-ロッパにおける教育舞踊の理論と実際><舞
踊譜の研究 ><パントマイムの研究>の三目標を主軸として,前二者に関 しては,主
にイギ リス ･ア ドレス トンの ｢TheLabanArtofMovementCentre｣ (校長 :Lisa
Ulmann女史,後任者 MarionNorth女史,連動記譜法担当 :AnnHutchinson女史,
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いては, フ ラ ンス ･パ リの ｢TheatreEcoleMovemmantetParsse｣を主宰す る
BertrandMonique女史に師事 し,研究 した｡
(8) 1981(S56).2 ｢第 2回長崎モダンダンスの会 創作ダンス発表会｣ (於 :長崎市民
会館文化ホール2.21)七の堀野三郎作品 ｢いつか私は---｣ ｢ウエスト･サイズ物語｣
の創作ノー ト中で,作品構想の横書きと共に,<舞台配置 ･移動譜 >を一文節後に挿
入 したり,踊手の役割に応 じたく特徴的な運動譜 >を横書きの一連の文章中に挿入 し,
混用 している｡ ([資料Ⅴ-1･2]を参照｡)
(9) 1984(S59).2｢第 3回長崎モダンダンスの会 創作ダンス発表会｣ (於 :長崎市民会
館文化ホール2.25)の狩野邦弘 ･狩野博美構成作品 ｢ファイティング｣での堀野三郎演
出では,その時点か ら約12年後に筆者が公表 したパソコンによる ｢堀野式簡易舞踊記譜
法 sDMN-HS｣の原形が,この時点で既に明確に確立 していたことを示 している｡
([資料Ⅵ-1･2]を参照｡)
uo) 1985(S60)前期長崎大学教育学部小学校教育養成課程 2年生対象の ｢体育実技<表現
運動 >用 レポー ト課題｣の ｢具体的な学習記録例｣の<動 きの構成 >欄の中では,エ
フォー ト記譜法および簡略記譜法 (運動主題記譜法 ;MotifWriting)が活用され,ま
た,<空間構成 >欄では,舞台配置 ･移動譜が活用されている｡ ([資料Ⅶ-1･2]を
参照｡)
ul) 1997(H9).3 堀野三郎記譜 ｢パソコンによるジャズダンスA譜｣で ｢堀野式簡易舞踊
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[資料 V-1]｢作品 <いつか私 は--->の創作コンテ｣より in1981
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[資料 Vト1]｢作品 <フ ァイテ ィング >の <運動 >コンテ(1)｣ よ り in1984
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[資料 Vt-2]｢作品 <フ ァイテ ィング >の く運動 >コ ンテ(2)｣よ り in1984
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[資料 IX]< 語例 5> ｢パソコンによるジャズダンス B譜｣ in1999
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